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1.はじめに

手術前に CT/MRI画像から患部の 3次元

構造を構築し，手術計画を行う事が重要と

なってきている.さらに，そのように構築

された 3次元情報を含む手術計画情報を，

術中に術者が容易に利用できるためのイン

タフェースが重要となってきている.

そのような背景に基づき，本研究グ、ルー

プでは，肝臓外科手術を対象として，精度

の高い臓器抽出，血管抽出，支配領域推定

等の自動化に向けて研究を行っているI)引.

本稿では，術前計画時さらに，術中に 3

次元情報を容易に操作するために，加速度



センサと無線通信を用いたユーザインタフ

ェース(以下，エアマウス)を紹介する.

2.ソフトウェア構成

図 1に，木研究室で開発を進めている画

像処理ソフトウェアシステムの構成を示す.

プラットフォームとしては Java言語を用

いた画像処理ソフトウェアである IlnageJ

を用いている.また， Java言語で記述され

たプログラムは，幅広いオベレーティング

システ..b.(Windows，MAC 08， Linux等)

で利用できる.本研究室で開発している各

画像処理モジュールは， ImageJのプラグ

インとして作成しているため，他のプラグ

インや ImageJ上のメニューから容易に利

用できる.Javaからエアマウスを利用する

ために，“RXTXJava library"を用いて，シ

リアル通信によりデータの送受信を行った.

3.ハードウェア構成

図 2と3に，エアマウスのハードウェア構

成と写真を示す.エアマウス傾きを取得す

るために， 3軸加速度センサを用いた.制

御用マイコンとしてArduinoFIOを用いた.

無 線 通 信モジュールとして XBee(Digi

International社)を用いた. XBee は

2.4GHz帯を用いているため，無線免許が

なくても利用できる.エアマウス上にリチ

ウムイオンポリマーバッテリーを搭載した.

4.まとめ

エアマウスから角度を取得するテストプログ

ラムを実装したところ，角度を良好に取得で

きた.今後は，ジェスチャーなどの動作を取

得する方法などを検討し，より高機能化を進

めることが重要である.
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図 1ソフトウェアシステムの構成
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図 2 ハードウェア構成

エアマウス(上)

図 3エアマウスシステム写真


